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長
い
間
、
船
長
（
漁
撈
長
）
を
や
っ
て
来
て
、
最
近
は
体
型
と
か
体

調
を
気
に
す
る
よ
う
な
歳
に
な
り
ま
し
た
。
若
い
頃
は
、
夜
に
飲
み
に

行
っ
た
り
、
船
で
は
四
食
の
食
事
や
不
規
則
な
食
事
で
暴
飲
暴
食
を
す

る
な
ど
、
か
な
り
体
に
負
担
を
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

嫁
さ
ん
が
居
た
と
き
は
、
体
に
や
さ
し
い
手
料
理
や
、
甘
い
物
の
摂

取
は
控
え
め
に
と
叱
っ
て
く
れ
る
く
ら
い
私
の
体
の
事
を
考
え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
け
ど
、
亡
く
し

て
か
ら
は
、
自
己
管
理
し
な
い
と
い
け
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
笑
い
話
に
な
り
ま
す
が
、
お
酒

を
飲
む
と
何
で
も
食
べ
た
く
な
る
し
、
締
め
に
は
ラ
ー
メ
ン
な
ど
、
体
に
は
過
ぎ
る
ほ
ど
栄
養
た
っ

ぷ
り
で
す
。
し
か
も
、
船
で
体
を
頻
繁
に
動
か
せ
ば
消
費
す
る
の
で
す
が
、
職
務
上
、
動
く
仕
事
は

若
い
乗
組
員
が
担
当
で
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
ば
か
り
で
す
。

　

あ
る
日
人
間
ド
ッ
ク
で
、「
少
し
数
値
が
掛
か
っ
て
ま
す
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
、
も
し
も
嫁
さ

ん
が
居
た
ら
「
普
段
の
生
活
を
変
え
な
さ
い
」
と
当
然
の
事
で
言
わ
れ
る
だ
ろ
う
な
～
と
思
い
、
一

念
発
起
、
現
在
進
行
形
で
頑
張
っ
て
ダ
イ
エ
ッ
ト
と
生
活
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
普
段

の
付
き
合
い
で
の
お
酒
の
席
を
控
え
る
の
は
難
し
く
悩
み
ど
こ
ろ
で
す
。

　

今
ま
で
に
も
色
々
な
改
善
を
や
っ
て
来
ま
し
た
が
中
々
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。
船
に
乗
れ
ば
ツ
イ

ツ
イ
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
し
、、、
で
も
、
医
師
に
「
将
来
の
自
分
を
楽
に
し
よ
う
と
思
う
な
ら
、
今

改
善
し
な
い
と
重
く
圧
し
掛
か
り
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
、
反
省
し
つ
つ
更
な
る
行
動
を
起
こ
そ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
体
に
付
い
た
脂
肪
は
何
年
物
で
し
ょ
う
か
？
若
い
頃
は
燃
焼
率
が
良
か
っ
た
け
れ
ど
、

歳
を
重
ね
る
に
従
い
道
の
り
は
遠
い
と
感
じ
、
悲
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
漁
師
は
体
が
資
本

で
す
か
ら
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
よ
う
体
づ
く
り
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

追
伸
、
良
い
方
法
を
ご
存
知
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
一
報
を
下
さ
い
。

表紙の言葉
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～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

一 
念 
発 

起

（　

 

美　
　

寿　
　

丸 　

）

	 ２	 ようそろ

	 ３	 ひょうご豊かな海フェスティバル

	 ４	 ＪＦ浜坂	沖底・イカ釣り兼業船	幸榮丸	竣工
	 	 兵庫県漁港漁場協会通常総会・漁港漁場大会

	 ５	 淡路市水産まつり
	 	 北淡小学校６年生、干しダコ作りに挑戦
	 	 県立水産技術センター研究発表会のご案内

	 ６	 「兵庫県民交流団」ワシントン州訪問

	 ７	 なぎさ信漁連	但馬で事業承継セミナー

	 ８	 大輪田塾	香川県現地視察研修開催

	 ９	 兵庫JCC通信

	 10	 旬に想う
	 	 台風被害	高野山「漁友鎮魂之塔」も被害

「沼島の上立神岩」（南あわじ市沼島）

　沼島の裏海岸には国生み神話のモデルといわれる奇岩

が多くあります。その象徴が神話にある天の沼矛のモデル

とも、天の御柱にモデルともいわれる上立神岩です。

　最近ではハートマーク模様が有名で恋愛成就のパワース

ポットとしても訪れる人が増えているようです。ハートマー

ク、みつけられましたか？（ヒント：中央部）

大
輪
田
塾
一
期
生
（
Ｊ
Ｆ
浜
坂
）　

濱 

根  

秀 

樹
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

3

　ひょうご豊かな海発信プロジェクト協議会（突々 淳会長）は、多様な生命を育む「豊かで美しい海」の
必要性を多くの県民の皆様にも考えていただく契機とするため「ひょうご豊かな海発信プロジェクト」に取
組んでいます。その一環として「ひょうご豊かな海フェスティバル」を９月 29 日（土）に須磨海浜公園で
開催します。
　当日はグルメ・音楽など様々なイベントが催されますので、ぜひご来場ください（詳しくは表記ポスター・
ＨＰをご覧ください）。

「ひょうご豊かな海フェスティバル」開催
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ
　
８
月
29
日(
水)
、
浜
坂
漁
港
に
お
い
て
、
沖
合
底
曵
網
・
イ
カ

釣
り
兼
業
の
新
造
船　
幸
榮
丸
（
１
４
４
ト
ン
：
㈲
幸
榮 

代
表
取

締
役 

川
越
一
男
船
主
）
が
竣
工
し
、
多
く
の
漁
業
関
係
者
に
お
披

露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
船
は
Ｊ
Ｆ
浜
坂
が
取
り
組
む
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
改
革
型
漁

船
等
の
収
益
性
改
善
の
実
証
事
業
と
し
て
建
造
さ
れ
、
従
来
船
と
比

べ
乗
組
員
の
居
住
区
が
船
体
上
部
に
あ
り
、
甲
板
上
の
作
業
場
を
密

閉
空
間
に
す
る
な
ど
居
住
・
労
働
環
境
を
向
上
さ
せ
、
燃
費
も
約

10
％
良
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
引
き
続
き
同
町
内
で
行
わ
れ
た
進
水
祝
賀
会
で
は
、
関
係
者
約

２
０
０
人
が
新
造
船
の
竣
工
を
祝
う
と
と
も
に
、
安
全
操
業
と
大
漁

が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｆ
浜
坂
で
は
9
年

ぶ
り
の
新
造
船
で
地
元

の
期
待
も
大
き
く
、
地

域
経
済
へ
の
貢
献
や
兵

庫
県
但
馬
地
域
の
漁
業

を
リ
ー
ド
す
る
モ
デ
ル

船
と
し
て
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
但
馬
地
域
で

は
、
９
月
１
日
（
土
）

よ
り
沖
合
底
曵
網
漁
・

ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
カ
ゴ

漁
が
解
禁
と
な
り
ま
し

た
。
今
漁
期
の
操
業
安

全
と
豊
漁
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

Ｊ
Ｆ
浜
坂

　

沖
底
・
イ
カ
釣
り
兼
業
船

�
�

幸
榮
丸�

竣
工

兵庫県漁港漁場協会通常総会・漁港漁場大会を開催
　～県下各地から１７８名が集結～

　
兵
庫
県
漁
港
漁
場
協
会
（
会
長
：
浜
上
勇
人

香
美
町
長
）
で
は
、
８
月
28
日
（
火
）
神
戸
市

北
区
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、「
第
67
回
通
常
総

会
」
及
び
「
第
58
回
兵
庫
県
漁
港
漁
場
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
事
務
局
か
ら
一
般
財
団
法
人
兵
庫

県
水
産
振
興
基
金
の
入
会
（
平
成
30
年
７
月
18

日
の
役
員
会
で
承
認
）
に
よ
り
、
現
在
の
会
員

数
は
51
と
な
る
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
、
浜
上
会
長
か
ら
「
漁
業
関

係
者
が
一
致
団
結
し
て
、
漁
業
の
根
幹
と
な
る

漁
港
漁
場
と
い
う
基
盤
整
備
を
着
実
に
促
進
す

る
重
要
な
責
務
に
邁
進
す
る
」
と
の
開
会
挨
拶

が
あ
り
、
県
農
政
環
境
部 

藤
澤 

崇
夫
部
長
か

ら
「
活
力
あ
る
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
の
心
強
い
来
賓
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
南
淡
漁
業
協

同
組
合 

橋
本 

昌
和
組
合
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
事
業
報
告
や
事
業
計
画
な
ど
、
予
定
さ
れ

た
全
て
の
議
題
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
漁
港
漁
場
大
会
に

は
、
県
下
各
地
か
ら
１
７
８
名
が
参
加
し
、
公

益
社
団
法
人
全
国
漁
港
漁
場
協
会
松
岡
英
二
理

事
か
ら
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
姫
路
市
水
産

漁
港
課
長 

藤
原 

孝
樹
課
長
が
議
長
に
、
室
津

浦
漁
業
協
同
組
合 

漣 

勝
也
組
合
長
が
副
議
長

に
選
出
さ
れ
、「
潤
い
と
活
力
あ
る
漁
港・漁
場・

漁
村
づ
く
り
に
邁
進
す
る
」
と
い
う
神
戸
市
水

産
課 

山
口 
隆
喜
水
産
担
当
課
長
の
力
強
い
大

会
宣
言
の
あ
と
、
次
の
議
案
が
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
、
淡
路
水
交
会 
東
根 

壽
会
長
が
決
議

文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
１ 　
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
の
推
進
と
平

成
31
年
度
予
算
の
確
保

　
２ 　
漁
港
海
岸
事
業
の
促
進
と
平
成
31
年
度

予
算
の
確
保

　
３　
豊
か
な
海
の
再
生

　
４ 　
県
の
漁
港
漁
場
整
備
等
に
対
す
る
施
策

の
強
化

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
決
議
の
実
現
に
向
け
て
、

公
益
社
団
法
人
全
国
漁
港
漁
場
協
会
や
他
府
県

の
漁
港
漁
場
協
会
等
と
連
携
し
て
、
農
林
水
産

省
等
の
関
係
機
関
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議

員
、
県
当
局
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
そ
の
後
開
か
れ
た
情
報
交
換
会
は
、
副
会
長

の
兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会 

田
沼 

政
男

会
長
の
挨
拶
の
後
、
県
水
産
課
資
源
増
殖
室 

中
岸 

明
彦
室
長
の
乾
杯
に
始
ま
り
、
摂
津
漁

業
協
会 

福
田 

一
義
会
長
の
中
締
め
で
、
盛
況

の
う
ち
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
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９
月
７
日
（
金
）
淡
路
市
漁
業
振
興
協
議
会

（
Ｊ
Ｆ
一
宮
町 

社
領
弘
会
長
）
主
催
の
「
お
さ
か

な
教
室
」
が
淡
路
市
立
北
淡
小
学
校
の
６
年
生
30

名
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
兵

庫
県
漁
業
士
会
に
よ
る
第
１
回
の
開
催
か
ら
数
え

て
今
年
で
第
10
回
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
日
の
ス

タ
ッ
フ
は
同
協
議
会
と
県
、淡
路
市
職
員
に
加
え
、

地
元
４
漁
協
（
富
島
、浅
野
浦
、育
波
浦
、室
津
浦
）

の
職
員
も
集
ま
り
総
勢
17
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
社
領
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
干
し
ダ
コ
作
り
が

ス
タ
ー
ト
。
ま
ず
、
お
手
本
と
し
て
洲
本
農
林
水

産
振
興
事
務
所
水
産
課
の
高
倉
職
員
と
髙
木
職
員
が
、
マ
ダ
コ
の
急
所
を
突
い
て
締

め
、
一
瞬
で
タ
コ
の
体
が
真
っ
白
に
な
る
様
子
を
見
せ
た
後
、
内
蔵
を
取
る
な
ど
下

処
理
を
実
演
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
児
童
1
人
ず
つ
に
活
き
た
タ
コ
が
手
渡
さ
れ
、

下
処
理
に
挑
戦
で
す
。
活
き
の
良
い
タ
コ
を
締
め
る
作
業
に
手
こ
ず
る
児
童
が
多

か
っ
た
も
の
の
、
ス
タ
ッ
フ
の
補
助
も
あ
り
下
処
理
が
完
了
。
次
は
タ
コ
を
吊
し
て

干
す
作
業
を
実
演
し
、
児
童
ら
も
見
よ
う
見
ま
ね
で
作
業
を
始
め
ま
し
た
。
ぬ
る
ぬ

る
の
タ
コ
が
う
ま
く
持
て
ず
地
面
に
落
と
し
て
し
ま
う
児
童
や
、
干
し
ダ
コ
の
形
に

上
手
く
仕
上
げ
ら
れ
な
い
児
童
な
ど
、
な
か
な
か
苦
戦
し
た
よ
う
で
す
が
全
員
が
干

し
ダ
コ
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
高
倉
職
員
と
髙
木
職
員
か
ら
、
ク

イ
ズ
を
交
え
た
「
淡
路
市
の
漁
業
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
話
が
あ
り
、
児
童
ら
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
な
お
、
干
し
ダ
コ
は
、
下
校
時
間

ま
で
学
校
で
天
日
干
し
さ
れ
た
あ
と
、
児
童
が
家

に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
か
ら
は
、「
気
持
ち
悪
か
っ
た
け
ど

楽
し
か
っ
た
」、「
締
め
る
の
が
難
し
か
っ
た
」、「
お

母
さ
ん
に
タ
コ
飯
を
作
っ
て
も
ら
う
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
、
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

北
淡
小
学
校
６
年
生
、
干
し
ダ
コ
作
り
に
挑
戦

　
淡
路
市
内
の
Ｊ
Ｆ
等
で
構
成
さ
れ
る
淡
路

市
漁
業
振
興
協
議
会
（
社
領 

弘
会
長
：
Ｊ

Ｆ
一
宮
町
）
主
催
に
よ
る
「
淡
路
市
水
産
ま

つ
り
」
が
、
９
月
１
日
（
土
）
に
淡
路
市
の

室
津
浦
漁
協
荷
捌
き
所
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
同
祭
り
は
、
平
成
27
年
か
ら
開
催
さ
れ
て

お
り
、
魚
離
れ
を
少
し
で
も
止
め
、
地
元
の

魚
を
も
っ
と
市
民
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
の

想
い
か
ら
、
今
回
で
４
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

　
生
憎
の
雨
模
様
の
な
か
に
も
関
わ
ら
ず
、

タ
イ
や
タ
コ
な
ど
の
鮮
魚
や
海
苔
な
ど
の
加

工
品
が
格
安
で
販
売
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、
開

始
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、
タ
コ
飯
、
ハ

モ
汁
の
振
る
舞
い
が
各
３
０
０
食
無
料
で
振

る
ま
わ
れ
、
約
1
時
間
で
な
く
な
る
な
ど
、

会
場
は
、
約
３
、０
０
０
人
の
来
場
者
が
訪

れ
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

 

（
文
：
淡
路
市
漁
業
振
興
協
議
会
）

淡路市水産まつり�開催

県立水産技術センター研究発表会のご案内
　兵庫県立水産技術センター（明石市二見町南二見22－２）では、10月24日（水）
午後２時～４時に研究発表会を開催します。多数のご来場をお待ちしています。
　プログラムなど詳細は http://www.hyogo-suigi.jp のイベント情報、または当 
センター（078－941－8602）までお問い合わせください。
※事前申し込みが必要です。
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兵
庫
県
と
ワ
シ
ン

ト
ン
州
の
姉
妹
提
携

は
、昭
和
38
年
10
月
、

当
時
の
金
井
元
彦
知

事
と
ア
ル
・
ロ
ッ
セ

リ
ー
ニ
知
事
の
調
印

締
結
に
始
ま
り
、
今

年
、
55
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
節
目

の
年
を
記
念
し
て
、

去
る
７
月
27
日
、
ワ

シ
ン
ト
ン
州
に
て
、

共
同
声
明
調
印
式
や

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

が
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
県
か
ら
は
、
井
戸

敏
三
知
事
を
総
団
長

に
各
界
関
係
者
ら
約
１
０
０
名
が
参
加

し
同
州
民
と
と
も
に
55
周
年
を
祝
い
ま

し
た
。
県
事
務
局
か
ら
、
広
範
な
県
民

の
参
画
に
よ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
州
民
と
の

草
の
根
交
流
を
通
じ
て
両
県
州
の
絆
を

一
層
深
め
よ
う
と
の
呼
び
か
け
で
、
い

ろ
い
ろ
な
分
野
か
ら
代
表
団
の
派
遣
が

あ
り
、当
基
金
も
、兵
庫
県
民
交
流
団（
東

根 

壽
団
長
）
の
一
員
と
し
て
８
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
県
民
交
流
団
は
、
７
月

24
日（
火
）か
ら
31
日（
火
）ま
で
の
８
日

間
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
の
記
念
事
業
や

州
民
と
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る
と
と
も

に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
観
光
や
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
郊
外
の
ア
ナ
ハ
イ
ム
で
の
本

場
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
、
ア
ナ
ハ
イ
ム
エ

ン
ゼ
ル
ス
試
合
観
戦
な
ど
貴
重
な
体
験

を
し
て
き
ま
し
た
。

　
24
日
に
関
西
国
際
空
港
を
発
っ
た
一

行
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
国
際
空
港
を
経

由
し
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
観
光
都
市

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
入
り
ま
し
た
。

翌
25
日
は
、
映
画
「
ア
ル
カ
ト
ラ
ズ
か

ら
の
脱
出
」
や
著
名
な
ギ
ャ
ン
グ
で
あ

る
ア
ル
・
カ
ポ
ネ
も
収
容
さ
れ
、
脱
出

不
可
能
と
し
て
知
ら
れ
た
監
獄
島
ア
ル

カ
ト
ラ
ズ
島
を
フ
ェ
リ
ー
か
ら
見
学
し

ま
し
た
。
実
際
に
島
へ
上
陸
し
ア
ル
カ

ト
ラ
ズ
刑
務
所
内
を
巡
る
ツ
ア
ー
も
あ

る
そ
う
で
す
が
予
約
な
し
で
は
参
加
で

き
な
い
ほ
ど
大
人
気
だ
そ
う
で
す
。
ま

た
、
島
内
は
保
護
区
域
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
多
く
の
海
鳥
の
生
息
地
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
優
美
な
赤
い

吊
り
橋
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ

を
訪
れ
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　
翌
26
日
、
空
路
に
て
ア
メ
リ
カ
西
海

岸
ワ
シ
ン
ト
ン
州
最
大
の
都
市
シ
ア
ト

ル
へ
移
動
し
、
８
名
は
他
の
団
員
と
は

別
行
動
を
と
り
、
シ
ア
ト
ル
市
内
の
水

産
関
係
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ク
地
区
の
魚

屋
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ガ
イ
ズ
へ
。
小
規
模
な

魚
屋
で
切
り
身
中
心
に
水
産
物
が
販
売

さ
れ
、「
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
」「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｏ
」

な
ど
日
本
名
で
の
表
記
も
あ
り
、
イ
ー

ト
イ
ン
で
は
ブ
ツ
切
り
に
し
た
マ
グ
ロ
・

ア
ボ
ガ
ド
等
を
ご
飯
の
上
に
載
せ
る
ど

ん
ぶ
り「
Ｐ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
」が
食
べ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
Ｐ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
シ
ア
ト
ル
で
人
気
だ

そ
う
で
市
内
に
も
専
門
店
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
食
べ
た
の
は
Ｕ

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
丼
。
16
ド
ル
で
２
人
前
は
あ

ろ
う
か
の
量
で
し
た
が
、
ご
飯
に
タ
レ

が
か
か
っ
て
い
な
い
の
が
残
念
。

　
次
に
日
系
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
宇

和
島
屋
へ
。
名
前
の
と
お
り
愛
媛
県
出

身
の
日
系
人
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
大

型
店
舗
で
、
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
や
醤
油

な
ど
各
種
調
味
料
な
ど
日
本
の
商
品
も

多
く
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
水
産
物

の
ス
ペ
ー
ス
も
大
き
く
刺
身
用
の
柵
、

寿
司
な
ど
の
加
工
品
か
ら
活
エ
ビ
・
カ

キ
等
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

兵
庫
県
海
苔
指
定
商
社
で
あ
る
高
岡
屋

の
海
苔
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
シ
ア
ト
ル
一
の
水
揚
げ
漁

港
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル

へ
。
漁
港
は
淡
水
の
ユ
ニ
オ
ン
湖
に
あ

り
、
海
水
と
淡
水
を
分
断
で
き
る
水
門

を
通
っ
て
海
へ
出
る
そ
う
で
、
淡
水
に

船
を
停
泊
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
劣
化
が

軽
減
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
残
念
な
が
ら

ア
ラ
ス
カ
で
の
鮭
漁
が
始
ま
り
ほ
と
ん

ど
が
出
船
し
船
は
少
な
い
状
態
で
し

た
。

　
翌
27
日
は
、
式
典
が
行
わ
れ
る
州

都
オ
リ
ン
ピ
ア
へ
移
動
。
姉
妹
提
携
55

周
年
記
念
共
同
声
明
調
印
式
は
、
オ
リ

ン
ピ
ア
州
議
事
堂
上
院
議
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
辞
で
、
イ
ン
ズ
リ
ー
州
知

事
は
、
日
本
と
の
経
済
交
流
や
国
際
貿

易
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖

化
や
頻
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
策
が

両
州
県
の
共
通
課
題
で
あ
る
こ
と
に
触

れ
、
兵
庫
県
と
連
携
す
る
意
向
を
示
し

ま
し
た
。
ま
た
、
井
戸
知
事
は
、
同
式

典
の
準
備
委
員
会
へ
感
謝
の
意
を
表
明

し
、「
今
年
で
県
の
誕
生
１
５
０
周
年

を
迎
え
る
兵
庫
県
は
、
約
１
５
０
ヶ
国・

10
万
人
の
外
国
人
が
居
住
す
る
多
文
化

共
生
社
会
で
あ
り
、
そ
の
多
様
性
が
ア

メ
リ
に
お
け
る
多
文
化
共
生
の
先
進
地

で
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
州
と
の
最
大
の
共

通
点
で
あ
る
。
世
界
が
ど
ん
ど
ん
狭
く

な
っ
て
い
る
中
で
、
地
域
の
課
題
は
世

界
の
課
題
と
し
て
取
組
む
必
要
が
あ
る

の
で
強
力
な
協
力
の
協
定
に
サ
イ
ン
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、
さ
ら

な
る
交
流
を
確
認
す
る
兵
庫
県
・
ワ
シ

ン
ト
ン
州
姉
妹
提
携
55
周
年
共
同
声
明

に
調
印
し
、
イ
ン
ズ
リ
ー
知
事
と
固
い

握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典

で
は
、
併
せ
て
、
兵
庫
県
立
大
学
と
エ

バ
ー
グ
リ
ー
ン
州
立
大
学
の
学
術
交
流

協
定
締
結
、
新
西
宮
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

と
オ
リ
ン
ピ
ア
港
湾
局
と
の
マ
リ
ー

ナ
協
定
締
結
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典

後
、
イ
ン
ズ
リ
ー
州
知
事
公
邸
に
て
行

兵庫県・ワシントン州姉妹提携55周年記念事業
　「兵庫県民交流団」ワシントン州を訪問
　　水産団体から８名が参加

ゴールデンゲートブリッジ

インズリー州知事公邸にて
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８
月
17
日
（
金
）、
な
ぎ
さ
信
漁
連
と
農
林
中

央
金
庫
は
、
但
馬
漁
協
香
住
支
所
に
所
属
す
る
沖

合
底
曳
網
漁
業
・
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
カ
ゴ
漁
業
の

船
主
を
対
象
に
「
地
域
の
事
業
承
継
を
考
え
る
勉

強
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
な
ぎ
さ
信
漁
連 

里
常
務
か
ら
開
会
の
挨
拶
と
し

て
「
金
融
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
浜
に
対
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
提
供
の
形
を
模
索
中
」
と
セ

ミ
ナ
ー
開
催
に
至
っ
た
想
い
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

同
信
漁
連
が
地
域
の
漁
業
者
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー

を
開
く
の
は
初
め
て
の
取
組
と
な
り
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
務
め
た
の
は
、
企
業
コ
ン

サ
ル
・
人
材
育
成
等
を
手
掛
け
る
「
㈱
後
継
者
の

学
校
」
の
大
川
原
基
剛
代
表
取
締
役
。
事
業
承
継

の
実
態
や
失
敗
事
例
に
つ
い
て
大
川
原
代
表
に
よ

り
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
参
加
者
は
2
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
自
身
が
考
え
る
事
業
承
継
の
課
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
川
原
代
表
は
、
事
業
承
継
の
本
質
に
つ
い
て
、

継
が
せ
る
も
の
（
経
営
者
）
に
と
っ
て
は
「
次
世
代

へ
価
値
を
繋
ぐ
こ
と
」と
す
る
一
方
、継
ぐ
も
の（
後

継
者
）
に
と
っ
て
は
「
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す

た
め
、
積
み
上
げ
た
価
値
を
受
け
取
る
超
友
好
的

な
『
の
っ
と
り
』
で
あ
る
」
と
述
べ
、継
が
せ
る
者・

継
ぐ
者
の
両
者
が
主
体
的
と
な
っ
て
事
業
承
継
を

考
え
る
重
要
性
に
つ
い
て
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
川
原
代
表
は
事
業
承
継
に
つ
い
て「
後

継
者
も
経
営
者
も
初
め
て
の
仕
事
で
何
を
や
れ
ば

い
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
が
多
い
」
と
述
べ
た
上

で
、「
経
営
者
が
事
業
承
継
に
向
け
て
今
か
ら
取

り
組
む
べ
き
こ
と
は
、
自
社
の
経
営
状
態
を
整
理

し
て
、
価
値
を
繋
ぐ
た
め
に
事
業
を
磨
き
上
げ
る

こ
と
。
後
継
者
は
い
つ
で
も
経
営
者
に
代
わ
れ
る

準
備
の
た
め
、『
心
』（
経
営
者
と
な
る
決
意
と
覚

悟
の
マ
イ
ン
ド
）・『
体
』（
結
果
を
生
み
出
す
思

考
・
行
動
特
性
）・『
技
』（
ビ
ジ
ネ
ス
・
お
金
・
人
・

組
織
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
全
般
に
関
す
る
知
識
）
を

鍛
え
る
こ
と
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
「
事
業
承

継
の
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
が
進

め
ら
れ
て
い
な
い
」「
事
業
承
継
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」
と
い
っ
た

感
想
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
ぎ
さ
信
漁
連
と
農
林
中
央
金
庫

は
、
来
年
6
～
8
月
は
、
後
継
者
を

対
象
に
、
経
営
知
識
等
を
身
に
着
け

る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。

（
※
） 但
馬
漁
協
香
住
支
所
の
ほ
か
、

浜
坂
漁
協
に
お
い
て
も
同
様
の

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
（
８
月
６
日
）。
今
後
、
但

馬
の
他
地
区
に
お
い
て
も
、
希

望
に
応
じ
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

す
る
意
向
と
の
こ
と
で
す
。

わ
れ
た
両
県
州
民
交
流
パ
ー
テ
ィ
は
、

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
料
理
で
の
立
食
ス
タ
イ
ル

で
ワ
イ
ン
片
手
に
歓
談
し
、
温
か
く
思

い
出
に
残
る
交
歓
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
28
日
は
、
知
事
も
合
流
さ
れ
大
型
観

光
バ
ス
ご
と
フ
ェ
リ
ー
へ
乗
り
ピ
ュ
ー

ジ
ェ
ッ
ト
湾
に
あ
る
日
本
人
移
民
・
日

系
人
が
移
り
住
ん
だ
ベ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

ア
イ
ラ
ン
ド
へ
。
イ
チ
ゴ
栽
培
な
ど

で
生
計
を
た
て
て
い
た
日
本
人
移
民
の

人
々
は
第
２
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、

ア
メ
リ
カ
中
部
の
強
制
収
容
所
へ
送
ら

れ
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
た
歴
史
を
学
び

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で

は
初
め
て
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
産
の
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
穀
物
を
使
い
す
べ
て
の
工
程

を
手
作
業
で
蒸
留
酒
を
製
造
し
て
い
る

蒸
留
所
、
ベ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
・
デ
ィ
ス
テ
ィ
ラ
ー
ズ
を
訪
れ
、

ウ
ィ
ス
キ
ー
、
ウ
ォ
ッ
カ
、
ジ
ン
を
試

飲
。
そ
の
中
で
も
超
高
級
ウ
イ
ス
キ
ー

「
山
」
は
宇
和
島
屋
で
一
瓶
８
０
０
ド

ル
で
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

し
、
思
わ
ず
お
か
わ
り
し
ま
し
た
。
夜

は
シ
ア
ト
ル
市
内
へ
も
ど
り
、
年
に
一

度
の
夏
祭
り
「
シ
ー
フ
ェ
ア
・
ト
ー
チ

パ
レ
ー
ド
」
を
見
学
。
企
業
や
団
体
の

巨
大
な
バ
ル
ー
ン
や
フ
ロ
ー
ト
、
さ
ま

ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
な

ど
１
０
０
以
上
の
団
体
が
参
加
す
る
パ

レ
ー
ド
で
、
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン

に
乗
っ
た
白
バ
イ
隊
の
一
糸
乱
れ
ぬ
操

縦
テ
ク
に
は
圧
巻
さ
れ
ま
し
た
。

　
翌
29
日
は
、
空
路
で
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

へ
。
ロ
ス
郊
外
の
ア
ナ
ハ
イ
ム
へ
移
動

し
、
エ
ン
ゼ
ル
・
ス
タ
ジ
ア
ム
で　
ア

ナ
ハ
イ
ム
エ
ン
ゼ
ル
ス 

Ｖ
Ｓ 

シ
ア
ト

ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
を
観
戦
。
大
谷
選
手
が

怪
我
で
休
ん
で
い
た
時
期
な
の
で
出
場

す
る
か
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
代
打
で
登

場
。
残
念
な
が
ら
三
振
で
し
た
が
、
本

場
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
観
戦
を
楽
し
み
、

翌
日
に
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　
当
基
金
東
根
理
事
長
は
兵
庫
県
民
交

流
団
の
団
長
と
し
て
、
現
地
の
方
々
や

参
加
者
の
皆
様
と
の
交
流
を
深
め
る
大

役
を
務
め
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ま
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

な
ぎ
さ
信
漁
連
が
但
馬
で
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

トーチパレード

エンゼル・スタジアム
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ
　
本
年
度
の
大
輪
田
塾
現
地
視
察
研
修
は
８

月
21
日
（
火
）
～
22
日
（
水
）
に
、
塾
生
を

は
じ
め
計
11
名
の
参
加
で
行
わ
れ
、
香
川
県

の
ワ
イ
エ
ム
志
度
・
香
川
県
水
産
試
験
場
・

Ｊ
Ｆ
引
田
の
３
か
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

さ
ぬ
き
市	

ワ
イ
エ
ム
志
度
株
式
会
社

　
ヤ
マ
ハ
発
動
機
株
式
会
社
の
漁
船
・
和

船
・
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
受
託
製
造
を
行

い
、
兵
庫
県
の
漁
船
も
多
く
製
造
し
て
い
る

ワ
イ
エ
ム
志
度
を
訪
れ
ま
し
た
。
代
表
取
締

役
の
大
栗 

裕
二
社
長
よ
り
、
会
社
の
歴
史

を
ヤ
マ
ハ
発
動
機
株
式
会
社
マ
リ
ン
事
業
本

部
西
日
本
営
業
所
の
谷
本 

一
志
氏
よ
り
工

場
で
製
造
さ
れ
て
い
る
船
舶
や
受
注
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
工
場
で
は
漁

船
リ
ー
ス
事
業
等
で
受
注
多
く
２
０
２
１
年

ま
で
予
定
が
入
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の

後
、
工
場
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が

撮
影
は
禁
止
。
３
億
円
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
や
淡
路
島
の
某
漁
協
の
海
苔
刈
取
船
が
造

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

高
松
市
屋
島	

香
川
県
水
産
試
験
場

　
香
川
県
水
産
試
験
場
を
訪
れ
、
香
川
県
の

漁
場
環
境
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

当
試
験
場
の
栩
野 

元
秀
場
長
と
向
井 
龍
男

副
場
長
よ
り
赤
潮
に
よ
る
漁
業
被
害
防
止
、

軽
減
化
を
図
る
た
め
の
赤
潮
に
関
す
る
調
査

や
貧
酸
素
情
報
調
査
、
香
川
県
の
重
要
な
産

業
で
あ
る
イ
リ
コ
原
料
と
な
る
カ
タ
ク
チ
イ

ワ
シ
の
資
源
調
査
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
近
年
、
燧
（
ひ
う
ち
）
灘
で
は
夏
期

の
水
温
上
昇
に
伴
い
、
赤
潮
に
よ
り
貧
酸
素

状
態
と
な
り
天
然
魚
や
養
殖
魚
の
へ
い
死
が

発
生
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
香
川
海

面
に
お
け
る
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
発
生
卵
数

と
チ
リ
メ
ン
か
ら
カ
エ
リ
の
漁
獲
量
の
関
係

で
は
、
以
前
は
、
卵
数
が
多
い
と
漁
獲
も
多

く
、
卵
数
で
漁
獲
量
を
予
測
で
き
た
が
、
近

年
は
卵
が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
チ
リ
メ
ン
が

少
な
く
漁
獲
予
想
が
非
常
に
難
し
く
な
っ
て

お
り
、
仔
魚
密
度
調
査
や
仔
魚
餌
量
環
境
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。そ
の
後
、

増
養
殖
実
験
棟
や
飼
育
棟
へ
移
動
し
、
水
槽

で
完
全
養
殖
さ
れ
た
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
を
は

じ
め
、
タ
ケ
ノ
コ
メ
バ
ル
稚
魚
や
タ
イ
ラ
ギ

貝
種
苗
生
産
を
見
学
し
ま
し
た
。

東
か
が
わ
市	

Ｊ
Ｆ
引
田　
安
戸
池

　
安
戸
池
に
あ
る
体
験
学
習
館
を
訪
れ
、
昭

和
３
年
に
日
本
で
初
め
て
野
網 

和
三
郎
氏
に

よ
り
ハ
マ
チ
養
殖
に
成
功
し
た
海
水
池
で
あ

る
安
戸
池
や
ハ
マ
チ
養
殖
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
Ｊ
Ｆ
引
田
の
川
崎 

美
樹
参
事

よ
り
、
引
田
で
は
８
経
営
体
が
ハ
マ
チ
養
殖

を
行
っ
て
お
り
、
養
殖
場
は
沖
合
６
キ
ロ
、

四
方
25
メ
ー
ト
ル
の
小
割
生
簀
で
養
殖
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
様
な
深
い
生
簀
は
珍
し
く
、

赤
潮
時
に
魚
が
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、「
ひ
け
た
鰤
」
と
し

て
地
域
商
標
登
録
消
さ
れ
販
売
さ
れ
て
お
り
、

香
川
ブ
ラ
ン
ド
ハ
マ
チ
三
兄
弟
の
1
品
種
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
安
戸
池
は
管
理
釣
り

場
を
中
心
に
、
ハ
マ
チ
へ
の
給
餌
体
験
や
ハ

マ
チ
等
に
つ
い
て
学
べ
る「
体
験
学
習
館
マ
ー

レ
リ
ッ
コ
」
や
活
ハ
マ
チ
販
売
や
食
事
が
で

き
る
「
ワ
ー
サ
ン
」
を
併
設
し
た
家
族
で
楽

し
め
る
複
合
施
設
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
、
船
の
構
造
や
設
計
、
近

隣
県
で
あ
る
香
川
県
の
漁
場
環
境
や
種
苗
生

産
、
ハ
マ
チ
養
殖
の
歴
史
や
体
験
学
習
館
で

の
観
光
漁
業
の
取
組
に
つ
い
て
幅
広
く
知
識

を
深
め
ま
し
た
。

大
輪
田
塾�

香
川
県
現
地
視
察
研
修
開
催
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　８月29日（水）、「第30回近畿地区生協・行政合

同会議」が、「安心してくらせる地域社会づくりを

めざして～誰一人取り残さない社会の実現に向け

て～」をテーマに琵琶湖ホテル３階「瑠璃」で開催

されました。

　この会議は、近畿２府４県と福井県を加えた７

府県の生協連合会で構成する「近畿地区生協府県

連協議会」主催で毎年開催しています。

　30回目となる今回は、日本生協連や府県生協連

の担当者と、厚生労働省や各府県の自治体生協担

当者を交え、総勢４１名が参加しました。会議は、

活動の交流と協働、連携によって安心してくらせる

地域社会づくりへつないでいくことを目的に開催

しました。

　各府県連からの事例報告では、①奈良県生協

連合会が「奈良県における生協と社会福祉協議会

との連携」②京都府消費生活安全センターからエ

シカル消費推進ネットワークの取り組み③一般社

団滋賀グリーン購入ネットワークから活動] 紹介④

KC'sから特定適格消費者団体としての一年間の取

り組みについての４つの報告がありました。社会

的課題解決に向け連携・協同の着実な成果と、一

層の促進の重要性を確認できる大変有意義な会議

でした。

　ＪＡ丹波ひかみは、「農業者の所得増大」「農業生
産の拡大」の取り組みについて、自己改革プログラ
ムを定め、役職員一丸となって進めています。
　同ＪＡは、農業者の所得増大にむけて、丹波大納
言小豆の生産拡大に取り組んでいます。産地を維持
発展させるために、生産農家が栽培に関する情報共
有と技術研鑽により安定生産及び品質向上を目指す
とともに、会員相互の交流を促し仲間づくりをする
ことで生産意欲の高揚を図ることを目的に、６月４
日に「丹波大納言小豆生産振興会」を設立しました。
　また、同ＪＡは、丹波市産の丹波大納言小豆を
100％使用した「小豆茶」を開発し、５月から販売を
開始。ポリフェノールが含まれ、ノンカフェインで小
豆の香りが楽しめます。小豆茶は同ＪＡの直売所で
購入できます。
　さらに、ＪＡでは通常の営農指導員の指導に加え、
小豆を栽培する熟練生産者を「小豆生産アドバイ 
ザー」に任命し、ＪＡ職員とともに圃場巡回をしたり、
栽培講習会で栽培技術の指導をしています。

丹波大納言小豆の
生産拡大に向けて
～生産振興会を設立～

第30回近畿地区生協・行政合同会議
テーマ：
『�安心してくらせる
� 地域社会づくりをめざして』
～誰一人取り残さない社会の実現に向けて～

丹波市産の丹波大納言小豆を100％使用した「小豆茶」

丹波大納言小豆生産振興会が設立。丹波大納言小豆の安定生産、品質向上をめざします



◆
こ
の
ト
リ
オ
で
の
話
題
と
い
え
ば
《
俳
句
》で
あ
る
。
漱
石
は
英
国
留
学
中
、

子
規
の
病
い
を
気
遣
う
手
紙
を
何
度
も
送
り
、
虚
子
へ
は
本
音
を
漏
ら
す
内

容
の
手
紙
を
書
き
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
で
日
本
を
恋
し
が
り
、
夫
人
を
思
う
な
ど

人
間
ら
し
い
面
を
晒
す
。
俳
句
は
留
学
前
、
漱
石
の
下
宿
へ
子
規
が
来
、
愚
陀

物
庵
と
称
し
て
仲
間
と
句
会
を
や
っ
た
事
に
影
響
さ
れ
、
沢
山
の
句
を
作
り

子
規
に
添
削
を
依
頼
す
る
。
子
規
の
『
柿
喰
え
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
』は
、

前
年
に
漱
石
が
詠
ん
だ
『
鐘
つ
け
ば
銀
杏
ち
る
な
り
建
長
寺
』を
発
展
さ
せ
た

句
ら
し
い
。
柿
と
法
隆
寺
の
取
合
せ
に
妙
あ
り
。
虚
子
の
『
去
年
（
こ
ぞ
）今
年

貫
く
棒
の
よ
う
な
も
の
』は
何
か
絵
に
し
難
い
奇
妙
な
不
思
議
さ
が
あ
る
。
凝

縮
し
た
十
七
音
の
世
界
最
小
の
詩
か
ら
何
を
感
じ
取
る
か
、
読
み
手
次
第
で

あ
る
所
が
俳
句
の
善
さ
な
の
だ
ろ
う
。

◆
明
治
22
年
５
月
、
子
規
は
肺
結
核
と
診
断
さ
れ
る
。
此
の
時
代
、
肺
病
は
不

治
の
病
い
の
代
名
詞
だ
っ
た
。
鳴
い
て
血
を
吐
く
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
言
い
、
漢
字

で
子
規
や
時
鳥
と
充
て
る
。
喀
血
し
た
日
に
四
・
五
十
も
俳
句
を
作
っ
た
。「
卯

の
花
を
め
が
け
て
来
た
か
時
鳥
」「
卯
の
花
の
散
る
ま
で
鳴
く
か
子
規
」卯
年
生

ま
れ
の
正
岡
常
規
が
子
規
と
号
す
る
の
は
此
の
日
か
ら
で
、
卯
の
花
は
自
身

を
意
味
し
て
い
る
。
田
舎
に
帰
る
と
い
う
子
規
を
親
友
の
夏
目
金
之
助
が
、
不

如
帰
と
も
書
く
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
使
い
『
帰
ろ
ふ
と
泣
か
ず
に
笑
へ
不
如
帰
』と

激
励
す
る
。
ま
た
子
規
の
作
品
集
を
読
ん
で
、
そ
の
感
想
を
書
い
て
《
漱
石
》

と
初
め
て
署
名
す
る
。
こ
の
瞬
間
、
明
治
の
偉
大
な
文
学
者
二
人
が
、
出
揃
っ

た
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

◆
余
命
十
年
と
宣
告
さ
れ
た
子
規
は
、
ア
レ
も
し
た
い
コ
レ
も
し

た
い
と
生
き
急
ぎ
、
駆
け
る
よ
う
に
活
動
を
始
め
る
。
日
本
新
聞
社

の
社
員
に
な
っ
た
子
規
は
、
社
長
の
陸く

が

羯か
つ

南な
ん

を
敬
っ
て
愛
さ
れ
、
明

治
27
年
家
庭
向
け
新
聞
「
小
日
本
」の
編
集
を
任
さ
れ
る
。
俳
句
革

新
を
目
指
し
て
俳
句
を
公
募
し
紙
面
に
発
表
、
月
並
的
な
も
の
を

排
除
し
写
生
を
実
践
し
た
が
、
日
清
戦
争
で
人
手
を
取
ら
れ
て
、
５

ヶ
月
で
廃
刊
と
な
る
。
暇
に
な
っ
た
子
規
は
、
手
帳
持
参
で
散
歩
し

て
は
実
景
を
写
し
、
作
句
に
専
念
し
た
。
い
わ
ゆ
る
写
生
句
を
沢
山

拵
え
た
。

◆
高
浜
虚
子
が
子
規
と
関
わ
る
の
は
学
生
時
代
。
同
窓
の
河か

わ

東ひ
が
し

碧へ
き

梧ご

桐と
う

を
介
し
、
子
規
へ
手
紙
を
書
い
て
文
学
に
つ
い
て
教
え
を
乞

う
た
の
が
始
ま
り
で
、
丁
寧
な
返
書
を
貰
う
。
そ
の
手
紙
の
端
に
発

句
が
あ
り
批
評
を
求
め
ら
れ
た
り
、
俳
句
を
好
ん
だ
碧
梧
桐
の
影

響
を
受
け
て
虚
子
も
次
第
に
作
句
し
、
子
規
に
直
し
て
貰
う
。
ま
だ

月
並
俳
句
の
域
を
出
な
い
俳
句
だ
っ
た
。
碧
梧
桐
は
漢
字
検
定
試

験
で
読
み
方
を
問
わ
れ
る
人
物
だ
が
、
子
規
没
後
に
虚
子
と
俳
界

の
双
璧
と
言
わ
れ
る
存
在
に
な
る
。
漱
石
は
晩
年
、
午
前
中
に
連
載

小
説
の
一
回
分
を
書
き
、
午
後
は
書
画
を
描
い
た
。
そ
の
数
量
は
膨

大
で
、
俳
句
も
二
千
六
百
句
を
残
し
て
い
る
。

००
写真と文

༡ํࢠ

子規と漱石と虚子

コ
ス
モ
ス

　台風被害にあわれました関係者の皆様、お見舞い申し上げます。

　８月23～24日に近畿に上陸した台風20号と９月４日に上陸した台風21号は県内漁業施設への被害や大量
の打ち上げゴミをもたらしました。また、和歌山県高野山にあるＪＦ兵庫漁連の慰霊供養塔「漁友鎮魂之塔」
では巨木が倒れ慰霊塔を直撃し塔部分が後ろへ倒れ、周りの石垣も倒壊する被害がありました。

　幸いにも慰霊塔は割れておらず、組み直しが行われ修復される予定です。

台風被害  高野山「漁友鎮魂之塔」も被害
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